
純利益の推移

為替レート 2022年度は米ドル：131.43円、ポンド：163.15円
2025年度は米ドル：130円、ポンド：160円

※1 Compound Annual Growth Rate （年平均成長率)
※2 ROAおよびROEの算定には、親会社株主に帰属する当期純利益を使用

ROA※2

1.5%程度

ROE※2

10%程度

純利益
財務目標
（2025年度末）

（2022年度比CAGR※1+11.2％） （2022年度比+0.4pt程度） （2022年度比+1.8pt程度）

1,600億円

配当性向
配当方針
（2025中計期間） 40％以上

財務健全性
（2025中計期間） A格の維持

● 株主還元は配当によって行うことを基本とする。
● 利益成長を通じて配当総額を高めていく。

● 健全な財務基盤と積極的な投資戦略の両立。
● 現行スタンドアローン格付の維持。
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女性管理職比率※1の推移
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月平均残業時間※1の推移 育休・産休利用率※1の推移

有給休暇取得率※1の推移

※1 数値は当社単体。　※2 Green House Gas （温室効果ガス）
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KPI 目標（2025中計期間）資本

製造資本
自然資本

社会・関係資本

人的資本
知的資本

人材ポートフォリオの枠組みを策定、充足度を可視化

サーベイ内容を精緻化し、分析を高度化

DX体制の基盤を構築
（DX人材養成・獲得、システム投資等）

20%以上

70%以上

14時間以下

100％

影響度の高いカテゴリーを主に分析し、 Scope3を可視化

2030年度：2019年度対比▲55％
2050年度：ネットゼロ

前年度比▲1%を継続

経営戦略に合致した
人材ポートフォリオの充足度

従業員エンゲージメントサーベイ結果

DX関連新事業・新商品の件数

GHG※2排出量（Scope 3）

GHG排出量（Scope1,2）

エネルギー使用量（国内）

業務効率

女性管理職比率※1

有給休暇取得率※1

月平均残業時間※1

育休・産休利用率※1

ROA、ROEの推移 ROE ROA
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配当性向の推移
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外部信用格付

長期

日本格付研究所（JCR）

格付投資情報センター（R&I）

ムーディーズ

S&P

（2023年3月31日現在）

短期

AA

AA-

A3

A-

J-1+

a-1+

－

A-2

687

0

2,000

2018

707

2019

553

2020

994

2021

1,162

1,600億円

2022 2025
目標

（年度）

（億円）

1,500

1,000

500

※ 2018年度から2020年度は、三菱ＵＦＪリース実績

2025中計 財務目標 2025中計 非財務目標

女性の産休・育休利用率 男性の育休利用率

「事業戦略」、「経営基盤強化戦略」、「変革を促す仕組み」を踏まえて、2025中計の財務目標
および非財務目標を設定しました。

トップメッセージ 価値創造ストーリー 事業戦略 財務戦略 非財務資本強化戦略 ガバナンス データセクションイントロダクション
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